
２．嚥下診療（飲み込みづらい、むせてしまう） 

についてのご案内 

 

①安心して「食べる」「飲み込む」、最後まで「口から食べたい」を 

支援する 

食べ物や飲み物、唾液などでむせる方、胃ろうや経鼻胃管チューブなどを使

用しており、口から食べていないかまたは少量のみの場合、食べ始めたい、更

に食べたいなどの希望がある方が対象です。 

加齢や疾患により生じる嚥下障害は、誤嚥性肺炎や低栄養、生活の質（QOL）

の低下につながります。 

当院では、専門的な嚥下診療を外来および訪問診療（自宅、施設等）にて行い

ます。 

必要時は、嚥下リハビリテーションとして専門療法士（言語聴覚士、作業療法

士等）による嚥下リハビリの指導も行います。 

 

②嚥下診療の流れ 

リハビリテーション科外来に事前予約を行います。 

かかりつけ医から、病気の既往や治療歴などの情報を記載した紹介状をいだ　

けると診療がスムーズです。 

紹介状がない方でも診療可能です。その際は初診料として、１，２１０円

（3 割負担の場合）をご負担いただきます。 

　初診受付時に問診票を提出してください。 

問診票の様式は、ホームページに掲載しています。診療当日に受付で記載し 

ていただくこともできます。 

 

 



 

Ａ：外来受診　１コースの流れ（全 3 回） 

初診→簡易嚥下評価→嚥下内視鏡検査（VE）→結果説明・嚥下リハビリ指導 

 

初診　 

事前問診、診察・簡易嚥下評価　　　約 1 時間 

・食事内容、むせ、体重変化などの事前問診 

・口腔、咽頭、神経学的診察 

・水飲みテスト等による簡易嚥下評価 

 

2 回目診察　 

嚥下内視鏡検査（VE）または嚥下造影検査（VF）　　約 1～2 時間 

・内視鏡を用いて咽頭、喉頭の動きを直接観察 

・誤嚥、咽頭残留、嚥下反射の評価 

・食形態や姿勢による変化も確認 

 

3 回目診察 

結果説明・嚥下リハビリ方針相談等　　　　約 1 時間 

・検査結果を分かりやすく説明（動画録画、画像提供をすることもできます。 

・食事形態（刻み・とろみ等）の提案 

・姿勢調整、嚥下手技の指導 

・必要に応じて嚥下リハビリプログラムを作成、提案。当院での専門療法士、 

管理栄養士等の指導やリハビリを受けることもできます。 

 

Ｂ：訪問診療　 

上記のコースの流れは同じで、在宅・施設に出向いて診察や検査を行います。 

施設の場合、必ず家族等の立ち会いをお願いします。 

 



③費用について　 

医療保険が適用されます。概要として下記に３割負担時の金額を示します。 

 

外来診療（1 コース） 

 

訪問診療（1 コース） 

　 

※上記はあくまで目安です。保険種別・加算等により変動する場合があります。

 診療内容 点数 自己負担額（目安）

 初診料 約 403 点 約 1,210 円

 再診料（2・3 回目） 約 78 点×2 約 470 円

 簡易嚥下評価 約 100 点 約 300 円

 嚥下内視鏡検査（VE） 720 点 約 2,160 円

 合計 約 4,200 円前後

 診療内容 点数 自己負担額（目安）

 初診料 約 403 点 約 1,210 円

 再診料 約 78 点×2 約 470 円

 往診料 約 720 点×3 約 6,480 円

 簡易嚥下評価 約 100 点 約 300 円

 嚥下内視鏡検査（VE） 720 点 約 2,160 円

 合計 約 11,000 円前後


